
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

室積地区

令和６年３月

山口県光市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み -

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

R　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

R　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

R　　年　月
コミュニティセンターを市場公園と併設し
たことにより、利用が促進された。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３
安全・安心に関する満
足割合

% 29.4%

その他の
数値指標１

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ内の図書
コーナー利用者数（入
館手続きを伴わない）

人/年 914

指　標 従前値

平成30年7月豪雨の
影響で、満足度が一
時的に低下した。

事後評価

見込み・確定の別

1,511

R　　年　月指標５

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

バリアフリー化及び図書コーナー等の
各施設の設備や機能が充実したため。

34.1% 27.4% R5年3月

46.0%

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価時には、満足度が従前値より
上昇しており、ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰの整備が安
全・安心に関する満足割合を向上させ
た。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２ 施設拠点の満足割合 % 8.4%

総合所見

コミュニティづくりワークショップ及びコ
ミュニティセンターオープンイベントを通
じ、地域住民が主体となったコミュニティ
活動が促進された。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

R　　年　月

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

×

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

R　　年　月

R　　年　月

△

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ センター施設利用者数 人/年 18,599

1年以内の
達成見込み

15.0%

38.3%

1年以内の
達成見込み

○

28,722

見込み・確定
の別

18,600 ○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するため
の改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

活発なコミュニティ活動の維持

災害対策の強化

防災基盤道路

当該地区外ではあるものの、申請があり、防災意識
の向上につながった。

緊急車両の進入経路の再認識や災害活動等のソフ
ト対策の充実・強化が図られた。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

光市自主防災組織支援補助制度や光市自主防災組織アドバ
イザー等派遣事業により自治会等への講師の派遣や訓練等の
補助を行った。

消防部局が策定した警防計画等を踏まえ、当該部局とソフト対
策の協議・検討を行った。

実施した結果

地域住民と来訪者との交流機会が創出された。コミュニティセンターを会場に、夏祭りやふれあい祭りが開催さ
れる等、整備した施設の利活用が図られた。

実施した具体的な内容

今後も活動を継続していくことで、災害対策の強化を図る。

今後も消防部局と連携し、ソフト対策の見直しを図る。

今後の課題　その他特記事項

アフターコロナのイベント開催等について、地域と共に考える必
要がある。

具体的内容 実施時期


